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Kagamiishi NEWS

　町生涯学習文化協会・町公民館主催による「いきいき学
級閉級式」が１月 16日㈬、町公民館にて開催されました。
　式に先立ち、第７回講座として公立岩瀬病院の出前講座
「老嚥と嚥下体操」が行われ、受講者は加齢に伴う嚥下（飲
み込む）機能の低下などについて学んでいました。
　閉級式では、72名に修了証書、24名に皆勤賞、16名に
精勤賞、５名にライオンズクラブ奨励賞が授与され、１年
の活動が終了となりました。皆勤賞を代表受領する小高アキ子さん

いきいき学級閉級式
勤賞などを表彰皆

　12月に行われた県大会でベスト４になり、団創設以来初となる
東北大会に出場する鏡石MBCスポーツ少年団（ミニバスケットボー
ル）が１月 25日㈮、遠藤町長に報告のため町役場を訪れました。
　滝口文彦コーチは「子どもたちのがんばりや町・保護者の協力、
地域方々のご支援により、初めての東北大会出場を決めることがで
きました。少しでも上位を狙って、町の名前が多くの方の記憶に残
るようにがんばってきます」と決意を述べました。
　東北大会は３月９日㈯・10日㈰の２日間、青森県で開催されます。報告に訪れた鏡石MBCスポーツ少年団の選手たち

鏡石MBCスポーツ少年団
北大会初出場を報告東

　１月 11日㈮には鏡石幼稚園で、１月 14日㈪には鏡石ま
ちの駅「かんかんてらす」で、１月 15日㈫には鏡石保育所で、
家内安全や無病息災を願う小正月の伝統行事「だんごさし」
が行われました。
　鏡石幼稚園では、ゆり組とさくら組の園児たちが、カラ
フルな団子を競うようにだんごさしの木に刺し、だんごさ
しの木は瞬く間に団子でいっぱいになっていました。
　かんかんてらすでは、多くの来場者が訪れ、久しぶりの
だんごさしを懐かしむ姿や、おじいちゃんやおばあちゃん
がお孫さんや来場した子どもに刺し方を教え、ふれあう姿
もみられました。また、来場者にはあたたかい甘酒と大根
餅が振る舞われました。
　鏡石保育所では、手伝いに訪れた入所児のおばあちゃん
に、団子の作り方や木への刺し方などを教えてもらいなが
ら一緒にだんごさしを楽しみました。最後には全員で記念
撮影をして、思い出に残る行事となりました。

伝統行事「だんごさし」
内安全・無病息災を願って家

　１月 23日㈬郡山市のホテルハマツで、こおりやま広域連
携中枢都市圏の連携協約締結式が行われ、郡山市と、鏡石町
を含む近隣 14市町村の首長等が出席し協約が締結されまし
た。
　連携協約が締結されたことで、今後、経済成長のけん引や
高次の都市機能の集約・強化、生活関連機能サービスの向上
を図るための取り組みが行われていくことになります。

こおりやま広域連携中枢都市圏
携協約を締結連

15 市町村の首長等が出席し連携協約を締結

　１月 18日㈮鏡石まちの駅「かんかんてらす」で第２回目
の力農カフェが開催されました。
　カフェでは、県立岩瀬農業高校アグリビジネス科の３年生
10名が調理から接客までを担当し、力農セットとして、岩
農でとれた卵を使用したふわとろオムライスや、カボチャの
カスタードケーキ、ほっこりポトフ、ドリンクのセットが
30食限定で販売されました。訪れたお客さんは「卵がふわ
ふわでおいしい」などと感想を話していました。

力農カフェ in かんかんてらす
日限定でオープン！１

手作りの料理を味わう来場者

　１月４日㈮町営鳥見山体育館で、平成 31年鏡石町消防団
出初式が実施され、消防団員や関係者約 120 人が参加しま
した。
　式に先立ち、町消防団本部付の組織として新たに組織され
た女性消防隊の女性消防団員17名等に辞令が交付されました。
　式では、退任された小林勇雄前団長に感謝状が贈られ、１
年以上無火災であった４つの分団の表彰が行われたほか、稲
田団長による訓示、遠藤町長による通常点検が行われました。女性消防団員 17名に辞令を交付

町消防団出初式
性消防隊が新たに組織女

①おばあちゃんと一緒に団子作り（鏡石保育所）　②全員で記念撮影（鏡
石保育所）　③子どもからお年寄りまで多くの方が来場（かんかんてら
す）　④思い思いの色の団子を飾る園児たち（鏡石幼稚園）
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